
彙
報◎

二
〇
一
五
年
度
大
会
（
二
〇
一
五
年
七
月
二
五
日
）

【
研
究
報
告
】

武
藤
三
代
平
「
駐
露
公
使
期
に
お
け
る
榎
本
武
揚
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
活
動

―
科
学
知
識
と
情
報
収
集
」

亀
岡

敦
子
「
明
末
清
初
に
お
け
る
福
建
龍
渓
県
の
白
石
丁
氏
に
つ
い
て
」

鈴
木

山
海
「
近
世
ド
イ
ツ
帝
国
に
お
け
る
帝
国
裁
判
所
―
「1

6
5
4

年
帝
国
宮

内
法
院
令
」
の
歴
史
的
意
義
を
め
ぐ
っ
て
」

井
上

将
文
「
中
堅
代
議
士
時
代
の
東
郷
実
の
政
策
構
想
」

矢
原

史
希
「
峠
下
型
細
石
刃
核
の
分
類
と
検
討
」

【
講

演
】

満
薗

勇
（
北
海
道
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
准
教
授
）

「
「
日
本
型
流
通
」
の
近
現
代
史
―
小
売
革
新
の
展
開
と
「
消
費
」｢

労

働｣

「
地
域
」」

松
村

史
穂
（
北
海
道
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
准
教
授
）

「
毛
沢
東
時
代
中
国
の
貿
易
構
造
と
国
際
環
境
」

◎

二
〇
一
五
年
度
総
会
（
二
〇
一
五
年
七
月
二
五
日
）

総
会
に
て
北
大
史
学
会
の
委
員･

会
計
監
査
が
以
下
の
通
り
選
出
さ
れ
た
。

〔
委

員
〕
川
口
暁
弘
・
佐
藤
健
太
郎
・
松
嶌
明
男
・
権
錫
永
・
高
瀬
克

範
・
武
藤
三
代
平
・
末
森
晴
賀
・
安
酸
香
織
・
北
山
祥
子
・
今

泉
和
也

〔
会
計
監
査
〕
橋
本
雄

次
に
二
〇
一
四
年
度
の
会
計
報
告
が
行
な
わ
れ
、
以
下
の
通
り
承
認
さ
れ
た
。

Ⅰ
．
収
入

前
年
度
繰
越
金

一
、
〇
一
〇
、
五
三
一
円

二
〇
一
四
年
度
収
入

三
九
〇
、
三
三
九
円

（
内
訳
）

会
費

三
七
〇
、
〇
〇
〇
円

広
告
代
（
北
大
出
版
会
）

五
、
〇
〇
〇
円

抜
刷
代
立
替
返
却
分

四
、
二
七
〇
円

会
誌
販
売
代
金

一
一
、
〇
〇
〇
円

銀
行
口
座
利
息

六
九
円

合
計

一
、
四
〇
〇
、
八
七
〇
円

Ⅱ
．
支
出

（
内
訳
）

『
北
大
史
学
』
五
四
号
・
『
史
筵
』
一
二
号
出
版
費
用

（
印
刷
代
〈
含
・
抜
刷
代
〉
お
よ
び
振
込
手
数
料
）
二
七
八
、
九
一
〇
円

郵
送
費
（
『
北
大
史
学
』
発
送
費
用
）

二
六
、
四
〇
八
円

郵
送
費
（
大
会
・
例
会
案
内
等
）

一
三
、
五
九
六
円

事
務
費
用
（
宛
名
ラ
ベ
ル
・
封
筒
印
刷
）

一
八
、
五
〇
二
円

次
年
度
繰
越
金

一
、
〇
六
三
、
四
五
四
円

合
計

一
、
四
〇
〇
、
八
七
〇
円

北
大
史
学
会
会
報

史
筵

１３

2015.12.20



◎

月
例
研
究
会

二
〇
一
四
年
一
二
月
二
日

前
田
亮
介
（
北
海
道
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
准
教
授
）

「
全
国
政
治
の
始
動

―
―
帝
国
議
会
開
設
と
藩
閥
体
制
の
変
容

一
八

九
〇
―
一
八
九
九
」

◎

二
〇
一
四
年
度
卒
業
論
文
・
修
士
論
文
発
表
会
（
二
〇
一
五

年
三
月
三
日
）

【
卒
業
論
文
発
表
】

高
棹

大
輔
「
戦
間
期
に
お
け
る
天
皇
・
皇
太
子
警
衛
の
変
化
と
皇
室
イ
メ
ー

ジ
」

新
田

絵
梨
「
一
七
九
八
年
一
〇
月
の
カ
イ
ロ
反
乱
と
民
衆
」

鈴
木
健
太
朗
「
Ｍ
Ｌ
Ｂ
か
ら
見
る
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
有
用
性
―
投
資

を
成
功
さ
せ
る
要
素
―
」

佐
藤
か
な
ゑ
「
色
か
ら
見
る
中
世
ド
イ
ツ
社
会
」

【
修
士
論
文
発
表
】

鈴
木

仁
「
樺
太
に
お
け
る
文
化
運
動
の
展
開
」

末
森

晴
賀
「
サ
ル
ベ
イ
オ
ウ
ル
の
騒
乱
と1

8

世
紀
の
西
ア
ナ
ト
リ
ア
社
会
」

安
酸

香
織
「
一
六
四
八
年
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
に
お
け
る
エ
ル
ザ
ス
譲

渡
問
題
―
十
都
市
同
盟
を
め
ぐ
る
交
渉
を
中
心
に
―
」

渡
辺
つ
づ
り
「
東
日
本
に
お
け
る
鉄
斧
の
研
究
」

◎

二
〇
一
四
年
度
博
士
論
文･

修
士
論
文･

学
士
論
文
題
目

〈
日
本
史
〉

●
博
士
論
文

菅
原

慶
郎
「
近
世
に
お
け
る
俵
物
・
諸
色
の
研
究

～
北
奥
・
蝦
夷
地
を
事

例
に
～
」

●
修
士
論
文

阿
部

哲
也
「
第
一
次
幕
領
期
に
お
け
る
八
王
子
千
人
同
心
の
蝦
夷
地
移
住
」

鈴
木

仁
「
樺
太
に
お
け
る
文
化
運
動
の
展
開
」

薛

佳
瑩
「
留
日
遊
日
中
国
人
が
み
た
日
本
文
化
の
二
重
性

―
南
京
国
民

政
府
を
中
心
に
―
」

蘇

思
茜
「
中
国
東
三
省
に
よ
る
日
本
へ
の
軍
事
留
学
事
業

―
張
作
霖･

張
学
良
政
権
期
前
後
を
中
心
に
―
」

張

聡
「
土
倉･

酒
屋
と
室
町
幕
府
の
関
係
に
関
す
る
研
究
」

李

文
睿
「
遣
明
船
諸
役
者
の
研
究

―
―
禅
僧
を
中
心
に
」

和
田

直
樹
「
戦
後
北
海
道
に
お
け
る
新
生
活
運
動
」

●
学
士
論
文

太
田

直
宏
「
日
英
同
盟
存
廃
問
題
の
展
開
」

齋
藤

彩
「
室
町
期
比
丘
尼
御
所
の
研
究
」

髙
宇

香
月
「
日
本
古
代
に
お
け
る
殺
生
禁
断
」

髙
棹

大
輔
「
戦
間
期
に
お
け
る
天
皇･

皇
太
子
警
衛
の
変
化
と
皇
室
イ
メ
ー

ジ
」

中
川

裕
也
「
寛
保
津
波
と
松
前
藩
」

野
口
飛
香
留
「
室
町
時
代
の
陰
陽
師

―
室
町
幕
府
と
の
関
わ
り
を
中
心
に

―
」

宮
本

祐
佑
「
室
町
時
代
の
寺
社
造
営
に
伴
う
材
木
の
調
達
と
流
通
」



〈
東
洋
史
〉

●
修
士
論
文

伊
藤

大
介
「
一
九
世
紀
ブ
ハ
ラ
と
そ
の
時
代
」

末
森

晴
賀
「
サ
イ
ベ
イ
オ
ウ
ル
の
騒
乱
と
一
八
世
紀
の
西
ア
ナ
ト
リ
ア
社

会
」

●
学
士
論
文

大
楠

晋
也
「
洪
武
朝
期
の
対
モ
ン
ゴ
ル
政
策
」

新
田

絵
梨
「
一
七
九
八
年
一
〇
月
の
カ
イ
ロ
反
乱
と
民
衆
」

三
好

一
眞
「
一
六
八
八
年
政
変
と
後
期
ア
ユ
ッ
タ
ヤ
ー
朝
」

〈
西
洋
史
〉

●
博
士
論
文

田
村

理
「
イ
ギ
リ
ス
奴
隷
貿
易
廃
止
運
動
の
歴
史
的
意
義

―
リ
ヴ
ァ
プ

ー
ル
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ロ
ス
コ
ー
を
中
心
に
―
」

●
修
士
論
文

鈴
木

山
海
「
近
世
ド
イ
ツ
帝
国
国
制
に
お
け
る
帝
国
宮
内
法
院
（R

e
i
c
h
s
h
o

f
r
a
t

）
―
一
七
世
紀
か
ら
一
八
世
紀
に
お
け
る
訴
訟
を
中
心
に

―
」

真
柄

薫
「
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
イ
ギ
リ
ス
中
等
教
育
改
革
と
保
護
者
」

新
沼

孝
太
「
セ
プ
テ
ィ
ミ
ウ
ス
・
セ
ウ
ェ
ル
ス
帝
に
よ
る
コ
ン
モ
ド
ゥ
ス
帝

神
格
化
再
考
」

安
酸

香
織
「
一
六
四
八
年
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
に
お
け
る
エ
ル
ザ
ス
譲

渡
問
題

―
十
都
市
同
盟
を
め
ぐ
る
交
渉
を
中
心
に
―
」

●
学
士
論
文

垣
見

亮
太
「
近
世
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
商
業
と
経
済
」

佐
藤
か
な
ゑ
「
色
か
ら
見
る
中
世
ド
イ
ツ
社
会
」

一
之
瀬

叡
「
十
八
世
紀
ザ
ク
セ
ン
に
お
け
る
磁
器
産
業
の
成
立
と
発
展
」

加
藤
悠
太
郎
「
テ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
政
権
に
お
け
る
リ
ウ
ィ
ア
の
影
響
力
」

入
川

修
平
「
古
代
ロ
ー
マ
に
お
け
る
テ
ヴ
ェ
レ
川
の
洪
水
と
そ
の
対
策
」

吉
中

嵩
宙
「
古
代
ロ
ー
マ
に
お
け
る
家
族
と
捨
て
子
」

木
藤

瑛
子
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
農
村
に
お
け
る
民
衆
運
動
」

立
花

美
里
「
転
換
期
ロ
シ
ア
を
生
き
た
女
性
た
ち
〔
一
八
六
一
―
一
九
一

七
〕」

森
本

輝
「
帝
国
を
巡
る
葛
藤

～
イ
ギ
リ
ス
自
由
主
義
時
代
の
海
軍
～
」

竹
澤

絵
吏
「
近
代
郵
便
制
度
の
誕
生

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
期
の
社
会
と
文
化
の

再
編
」

廣
田

一
輝
「
戦
術
的
観
点
か
ら
見
る
ア
ル
マ
ダ
戦
争
」

〈
歴
史
文
化
論
〉

●
修
士
論
文
（
歴
史
学
分
野
の
み
）

相
馬

未
里
「
元
七
三
一
部
隊
関
係
者
に
よ
る
証
言
資
料
の
収
集
、
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
化
、
内
容
分
析
」（
特
定
課
題
研
究
）

張

岩
「
近
代
日
本
の
簡
易
生
命
保
険
に
関
す
る
研
究
」

黄

偉
隴
「
政
治
的
側
面
か
ら
見
た
イ
コ
ノ
ク
ラ
ス
ム
」

●
学
士
論
文
（
歴
史
学
分
野
の
み
）

石
川

了
慈
「
賀
川
豊
彦
の
平
和
思
想
」

鈴
木
健
太
朗
「
Ｍ
Ｌ
Ｂ
か
ら
見
る
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
有
用
性
」

〈
北
方
文
化
論
〉

●
修
士
論
文
（
考
古
学
分
野
の
み
）

渡
邉
つ
づ
り
「
東
日
本
に
お
け
る
鉄
斧
の
研
究
」

●
学
士
論
文
（
考
古
学
分
野
の
み
）

佐
々
木
進
輔
「
続
縄
文
期
後
半
に
お
け
る
住
居
址
未
検
出
の
要
因
に
つ
い
て
―

炉
址
構
造
の
分
析
に
よ
る
―
」



◎

研
究
室
便
り

〈
日
本
史
〉

春
は
わ
か
れ
の
季
節
で
あ
る
。
二
〇
一
一
年
四
月
か
ら
日
本
史
学
講
座
の
助

教
を
務
め
て
い
た
平
井
上
総
氏
が
、
花
園
大
学
文
学
部
日
本
史
学
科
専
任
講
師

〈
中
世
史
担
当
〉
に
転
出
し
た
。
花
園
大
学
は
京
都
市
中
京
区
西
ノ
京
に
あ
る
。

ラ
グ
ビ
ー
の
聖
地
は
東
大
阪
市
の
施
設
で
無
関
係
で
あ
る
。
今
回
、
平
井
氏
の

赴
任
に
よ
っ
て
初
め
て
知
っ
た
。
今
後
の
ご
活
躍
と
一
刻
も
早
い
准
教
授
昇
任

を
祈
念
す
る
。

置
戸
合
宿
が
今
年
も
行
わ
れ
た
。
白
木
沢
の
引
率
で
あ
る
。
八
月
二
一
日
～

二
四
日
の
三
泊
四
日
で
日
本
史
学
講
座
と
教
育
学
部
・
辻
ゼ
ミ
（
社
会
教
育
）

の
合
同
合
宿
と
し
て
行
わ
れ
、
参
加
者
は
総
勢
二
十
名
で
あ
っ
た
。
置
戸
町
の

戦
後
社
会
教
育
関
係
文
書
の
目
録
作
成
を
行
い
、
二
日
目
に
は
境
野
地
区
で
の

交
流
会
を
行
っ
た
。

史
料
調
査
を
兼
ね
た
ゼ
ミ
合
宿
が
あ
っ
た
。
近
世
学
部
ゼ
ミ
合
宿
が
九
月
一

一
日
～
一
三
日
の
日
程
で
斜
里
町
本
町
に
行
わ
れ
た
。
川
端
和
子
家
文
書
調
査

（
文
学
部
斜
里
研
究
室
の
向
か
い
の
旧
家
）
を
兼
ね
て
い
る
。
近
代
初
頭
か
ら

戦
後
ま
で
特
定
郵
便
局
長
を
務
め
た
旧
場
所
支
配
人
家
に
伝
存
し
た
文
書
約
千

点
の
整
理
に
参
加
し
た
。
ま
た
別
件
で
、
斜
里
町
立
知
床
博
物
館
・
北
海
道
博

物
館
ア
イ
ヌ
民
族
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
・
東
京
農
業
大
学
（
網
走
キ
ャ
ン
パ

ス
）
と
の
共
同
調
査
に
、
谷
本
と
近
世
学
部
ゼ
ミ
生
が
参
加
し
、
史
料
整
理
・

目
録
作
成
・
写
真
撮
影
を
行
っ
た
。

今
年
も
研
修
旅
行
で
二
年
生
を
佐
賀･

長
崎
方
面
に
連
れ
出
し
た
。
引
率
は

橋
本
で
あ
る
。
九
月
一
三
日
～
一
七
日
の
日
程
で
、
軍
艦
島
、
グ
ラ
バ
ー
邸
、

三
菱
造
船
所
、
と
近
代
史
に
関
す
る
史
跡
を
廻
り
、
新
し
い
図
書
館
運
営
で
注

目
を
浴
び
る
武
雄
市
図
書
館
に
も
足
を
運
ん
だ
。

書
く
べ
き
記
事
を
持
ち
合
わ
せ
な
い
と
昨
年
の
本
欄
で
書
い
た
が
、
そ
れ
は

筆
者
の
不
徳
と
怠
惰
の
致
す
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
て
汗
顔
の
至
り
で
あ

る
。（
文
責
：
川
口
）

〈
東
洋
史
〉

本
年
十
月
現
在
の
東
洋
史
学
講
座
は
、
教
員
四
名
、
専
門
研
究
員
二
名
、
学

振P
D

一
名
、
博
士
課
程
大
学
院
生
四
名
、
修
士
課
程
大
学
院
生
二
名
、
そ
し
て

学
部
学
生
二
〇
名
か
ら
成
っ
て
い
る
。

ま
ず
明
る
い
話
題
と
し
て
、
Ｏ
Ｂ
の
小
林
晃
氏
が
本
年
十
月
に
熊
本
大
学
文

学
部
・
准
教
授
と
し
て
採
用
さ
れ
た
こ
と
を
喜
び
た
い
。
こ
れ
ま
で
の
着
実
な

研
究
の
蓄
積
が
正
当
に
評
価
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
氏
の
さ
ら
な
る
活

躍
を
期
待
し
た
い
。

教
員
関
連
で
は
、
三
木
聰
氏
が
、
こ
れ
ま
で
の
論
考
を
集
成
す
る
形
で
二
月

に
『
伝
統
中
国
と
福
建
社
会
』
を
汲
古
書
院
か
ら
出
版
し
た
。
定
年
を
迎
え
た

今
年
度
は
名
誉
教
授
と
な
っ
た
が
、
特
任
教
授
と
し
て
引
き
続
き
研
究
・
教
育

の
両
面
で
活
躍
し
て
い
る
。
吉
開
将
人
氏
は
、
一
年
間
の
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
を
利

用
し
て
、
未
完
結
の
研
究
課
題
を
完
結
、
未
出
版
の
共
著
を
出
版
す
る
こ
と
に

力
を
注
い
だ
。
こ
の
ほ
か
、
十
二
月
に
北
京
故
宮
博
物
院
の
「
古
物
陳
列
所
百

年
紀
念
学
術
研
討
会
」
に
参
加
し
、
「
史
料
考
証
与
故
宮
以
及
古
物
陳
列
所

史
」
を
発
表
し
た
。
新
年
度
四
月
か
ら
は
科
研
費
基
盤
（
Ｃ
）
「
中
国
共
産
党

と
多
民
族
史
論
」
を
獲
得
し
て
新
規
研
究
遂
行
中
。
守
川
知
子
氏
は
、
サ
バ
テ

ィ
カ
ル
が
な
か
な
か
取
れ
な
い
こ
と
か
ら
例
年
通
り
精
力
的
に
活
動
中
で
、
バ

ン
ベ
ル
ク
や
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
で
の
国
際
学
会
に
参
加
し
た
。
ま
た
、
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b
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u
r
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n
t
h
e
N
i
n
e
t
e
e
n
t
h
C
e
n
t
u
r
y

”
を
東
洋
文
庫
欧
文
紀
要
に

発
表
し
た
ほ
か
、
文
学
研
究
科
で
の
公
開
講
座
を
も
と
に
し
て
「
イ
ラ
ン
の
王

さ
ま
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
行
く
」
（
細
田
典
明
編
『
旅
と
交
流

―
旅
か
ら
み
る

世
界
と
歴
史
』
、
「
ペ
ル
シ
ア
宮
廷
の
ワ
イ
ン
と
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
」
（
細
田
典
明

編
『
食
と
文
化

―
時
空
を
こ
え
た
食
卓
か
ら
』
）
を
執
筆
し
た
。
来
年
二
月



末
に
は
、
昨
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
人
の
移
動
・
移
住
と
そ
の
記
録
」
を
踏
ま

え
た
編
著
書
『
近
世
ア
ジ
ア
の
地
域
像
』
を
北
海
道
大
学
出
版
会
か
ら
刊
行
予

定
で
あ
る
。
佐
藤
健
太
郎
は
、
数
年
来
進
め
て
い
た
東
洋
文
庫
所
蔵
フ
ェ
ス

（
モ
ロ
ッ
コ
）
の
契
約
文
書
に
関
す
る
共
同
研
究
の
成
果T

h
e
V
e
l
l
u
m
C
o
n
t
r

a
c
t
D
o
c
u
m
e
n
t
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M
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o
c
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o
i
n
t
h
e
1
6
t
h
t
o
1
9
t
h
C
e
n
t
u
r
i
e
s

を
共
編

著
と
し
て
東
洋
文
庫
よ
り
出
版
し
た
。
な
お
、
専
門
研
究
員
の
亀
谷
学
氏
も
共

同
研
究
の
一
員
と
し
て
本
書
に
寄
稿
し
て
い
る
。

東
洋
史
学
講
座
で
は
、
春
にW

e
b

サ
イ
ト
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
（h
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）
。
研
究
室
の
行
事
や
近
況
な
ど
、
折

に
触
れ
て
情
報
発
信
を
し
て
い
く
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
御
覧
頂
き
た
い
。
（
文

責
：
佐
藤
）

〈
西
洋
史
〉

二
〇
一
五
年
の
西
洋
史
学
講
座
は
、
教
員
四
名
の
顔
ぶ
れ
は
変
わ
ら
ず
、
そ

れ
ぞ
れ
が
研
究
と
教
育
に
邁
進
す
る
一
年
と
な
っ
た
。
学
務
で
は
、
山
本
文
彦

先
生
が
副
研
究
科
長
の
重
責
を
担
い
、
長
谷
川
貴
彦
先
生
が
講
座
主
任
を
務
め

て
お
ら
れ
る
。
砂
田
徹
先
生
は
、
ラ
テ
ン
語
の
歴
史
的
大
著
の
翻
訳
に
専
念
す

る
た
め
、
後
期
に
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
を
取
得
な
さ
っ
た
。
先
生
の
ゼ
ミ
や
授
業
等

は
お
休
み
と
な
っ
た
が
、
文
学
部
五
階
の
砂
田
教
授
室
に
詰
め
て
仕
事
を
な
さ

っ
て
お
ら
れ
た
の
で
、
講
座
が
寂
し
く
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
近
々
と
伝
え

ら
れ
る
訳
書
の
刊
行
が
楽
し
み
で
あ
る
。

本
年
、
西
洋
史
学
講
座
を
学
び
の
場
と
す
る
者
は
、
専
門
研
究
員
が
四
名
、

博
士
課
程
の
院
生
が
二
名
、
修
士
課
程
が
六
名
、
学
部
の
学
生
が
四
二
名
の
計

五
四
名
で
あ
っ
た
。

ま
ず
、
西
洋
史
学
を
学
ぶ
大
学
院
生
の
中
か
ら
、
日
々
努
力
を
惜
し
ま
ず
、

大
き
な
成
果
を
上
げ
る
者
が
現
れ
た
こ
と
は
心
強
か
っ
た
。
田
村
理
君
、
三
月

の
博
士
課
程
修
了
、
博
士
号
取
得
お
め
で
と
う
。
専
門
研
究
員
と
し
て
も
、
弛

ま
ず
精
進
し
て
も
ら
い
た
い
。
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ず
、
研
究
室
の
ロ
ー
ル
モ

デ
ル
と
し
て
、
後
輩
達
の
メ
ン
タ
ー
と
し
て
、
大
事
な
役
割
を
務
め
な
が
ら
も
、

自
分
の
学
業
に
も
精
進
し
て
、
立
派
な
研
究
者
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
併
せ
て
、

当
講
座
の
博
士
課
程
に
、
久
々
に
二
名
の
院
生
が
進
学
し
た
こ
と
も
言
祝
ぎ
た

い
。
い
ず
れ
も
ド
イ
ツ
中
近
世
史
の
山
本
ゼ
ミ
に
所
属
し
、
優
れ
た
修
士
論
文

を
執
筆
し
た
鈴
木
山
海
さ
ん
と
安
酸
香
織
さ
ん
で
あ
る
。
優
秀
な
彼
女
ら
が
大

学
院
で
さ
ら
な
る
キ
ャ
リ
ア
を
積
む
道
を
選
ん
だ
こ
と
は
、
教
員
一
同
に
と
っ

て
大
い
な
る
喜
び
で
あ
っ
た
。
先
の
文
部
科
学
省
の
通
達
を
中
心
に
、
人
文
科

学
の
み
な
ら
ず
、
文
系
学
部
全
て
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
冷
や
や
か
な
視
線
が

向
け
ら
れ
る
時
代
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
ぜ
ひ
大
学
院
で
の
学
び
に
よ
っ
て
大

き
な
実
り
を
手
に
し
、
人
生
に
花
を
開
か
せ
て
も
ら
い
た
い
。

学
部
の
学
生
は
、
新
二
年
生
に
九
名
を
迎
え
た
。
例
年
に
比
べ
る
と
数
が
や

や
少
な
く
、
ま
た
男
女
比
が
大
き
く
男
子
に
偏
っ
て
い
る
。
そ
の
傾
向
が
昨
年

の
講
座
説
明
会
の
時
点
か
ら
既
に
顕
著
で
あ
っ
た
た
め
、
気
に
か
け
て
い
た
の

で
あ
る
が
、
結
果
的
に
進
学
者
の
構
成
に
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
反
映
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
た
だ
、
今
年
の
新
二
年
生
は
、
数
は
少
な
く
と
も
多
士
済
々
で
あ

り
、
少
数
精
鋭
と
し
て
鍛
え
て
行
け
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。
な
お
、
今

年
の
一
年
生
向
け
の
講
座
説
明
会
で
は
、
人
数
・
男
女
比
と
も
平
年
並
み
に
戻

っ
て
お
り
、
あ
ま
り
新
傾
向
を
心
配
す
る
必
要
は
無
さ
そ
う
で
あ
る
。
（
文

責
：
松
嶌
）

〈
歴
史
文
化
論
〉

本
年
度
の
歴
史
文
化
論
講
座
は
、
教
員
五
名
、
博
士
後
期
課
程
七
名
、
修
士

課
程
五
名
、
研
究
生
二
名
、
学
部
生
三
五
名
、
専
門
研
究
員
と
共
同
研
究
員
が

一
名
ず
つ
の
五
一
名
で
始
ま
り
ま
し
た
。
昨
年
度
の
総
勢
七
五
名
と
比
べ
る
と
、

今
年
度
は
や
や
少
な
い
学
生
数
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
秋
か
ら

は
新
た
に
一
名
の
研
究
生
が
加
わ
っ
て
い
ま
す
。



本
講
座
は
歴
史
学
分
野
と
文
化
人
類
学
分
野
に
大
別
さ
れ
ま
す
が
、
専
門
領

域
や
国
籍
を
超
え
た
研
究
活
動
や
交
流
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一

例
と
な
る
「
北
海
道
歴
史
文
化
研
究
会
」
は
、
歴
史
文
化
論
講
座
と
北
方
文
化

論
講
座
所
属
の
院
生
、
若
手
研
究
者
が
中
心
と
な
っ
て
運
営
さ
れ
、
二
〇
一
四

年
四
月
か
ら
二
〇
一
五
年
六
月
ま
で
に
研
究
会
を
三
回
、
「
形
の
文
化
会
」
と

の
共
催
研
究
会
を
開
催
し
、
研
究
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
六
月
に
学
術

交
流
会
館
で
開
催
さ
れ
た
地
中
海
学
会
大
会
に
は
、
三
名
の
院
生
が
裏
方
と
し

て
参
加
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
研
究
者
と
交
流
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

教
員
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
五
年
四
月
に
村
田
勝
幸
先
生
が
教
授
に

昇
進
さ
れ
ま
し
た
。
学
生
に
つ
い
て
は
、
博
士
後
期
課
程
の
金
榮
美
さ
ん
が
九

月
に
博
士
号
を
取
り
、
現
在
韓
国
の
江
原
大
学
校
の
非
常
勤
講
師
と
し
て
教
壇

に
立
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
共
同
研
究
員
で
あ
る
滝
口
良
さ
ん
は
、
六
月
か
ら
専

門
調
査
員
と
し
て
在
モ
ン
ゴ
ル
日
本
大
使
館
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。
お
二
人
の

ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

教
員
間
の
国
際
交
流
と
し
て
は
、
四
月
に
、
韓
国
の
国
民
大
学
校
の
金
東
明

先
生
が
客
員
研
究
員
と
し
て
来
ら
れ
、
「
北
海
道
の
文
化
政
策
」
に
つ
い
て
の

研
究
を
進
め
、
九
月
に
帰
国
さ
れ
ま
し
た
。

本
講
座
の
研
究
室
は
、
一
九
九
七
年
に
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ

た
古
河
記
念
講
堂
一
〇
一
号
室
に
あ
り
ま
す
。
建
物
は
古
い
で
す
が
、
院
生
ロ

ッ
カ
ー
の
設
置
、
パ
ソ
コ
ン
の
入
替
な
ど
が
行
わ
れ
、
学
生
同
士
の
交
流
が
で

き
る
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
研
究
活
動
に
も
腰
を
す
え
て
取
り
組
め
る
環
境
が

整
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
最
新
の
歴
史
文
化
論
講
座
所
属
の
教
員
・
学
生
の
研
究
に
関
す
る
情

報
は
、
講
座H
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）
を
ご
覧

頂
き
た
く
思
い
ま
す
。（
文
責
：
権
）

〈
北
方
文
化
論
〉

二
〇
一
四
年
度
の
北
方
文
化
論
講
座
（
考
古
学
、
文
化
人
類
学
・
博
物
館
学
、

民
族
言
語
学
）
の
構
成
メ
ン
バ
ー
は
、
教
員
四
名
、
博
士
後
期
課
程
七
名
、
修

士
課
程
一
三
名
、
研
究
生
一
名
、
学
部
生
一
三
名
の
、
計
三
八
名
で
す
。

考
古
学
分
野
で
は
、
夏
季
の
野
外
実
習
と
し
て
第
四
回
豊
浦
町
礼
文
華
遺
跡

の
発
掘
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
（
二
〇
一
五
年
九
月
七
日
～
九
月
二
〇
日
）。

続
縄
文
文
化
期
の
墓
地
の
調
査
を
本
格
的
に
開
始
し
、
墓
坑
中
か
ら
人
骨
の
一

部
を
確
認
す
る
な
ど
大
き
な
成
果
が
あ
り
ま
し
た
。
同
遺
跡
で
は
一
般
の
方
々

を
対
象
と
し
た
体
験
発
掘
・
現
地
説
明
会
、
礼
文
華
小
学
校
児
童
の
体
験
発
掘

な
ど
を
実
施
し
、
九
月
一
四
～
一
六
日
に
は
昨
年
度
ま
で
日
帰
り
で
受
け
入
れ

て
き
た
北
大
一
年
生
対
象
の
全
学
教
育
「
フ
ィ
ー
ル
ド
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
二
泊
三
日
で
実
施
す
る
な
ど
、
地
元
へ
の
情
報
発
信
や
教
育
の
場
と
し
て
の

活
用
を
活
発
化
さ
せ
て
い
ま
す
。
豊
浦
町
教
育
委
員
会
・
豊
浦
町
郷
土
研
究
会

の
方
々
か
ら
は
、
今
年
も
多
大
な
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

教
員
の
活
動
と
し
て
、
小
杉
教
授
は
東
海
考
古
学
会
・
日
本
考
古
学
協
会
で

発
表
し
た
ほ
か
、
長
野
県
鷹
山
遺
跡
の
調
査
研
究
に
多
く
の
労
力
を
費
や
し
た

一
年
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
高
瀬
准
教
授
は
、
千
島
ア
イ
ヌ
の
考
古
学
的
研

究
に
か
か
わ
る
新
た
な
科
研
費
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し
ま
し
た
。

二
〇
一
四
年
度
は
、
学
部
卒
業
生
と
修
士
課
程
修
了
生
が
そ
れ
ぞ
れ
一
名
と
少

な
い
年
で
し
た
が
、
両
名
と
も
希
望
す
る
進
路
に
す
す
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

修
士
課
程
を
修
了
し
た
渡
邊
つ
づ
り
氏
は
、
豊
浦
町
教
育
委
員
会
に
学
芸
員
と

し
て
就
職
し
ま
し
た
。
北
大
で
培
っ
た
専
門
性
を
活
か
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
活

躍
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
豊
浦
町
は
本
講
座
が
毎
年
実
習

で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
自
治
体
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
た
た
か
い
目
で
後

輩
の
成
長
を
見
守
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。（
文
責
：
高
瀬
）


